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(57)【要約】
【課題】表示される画像の観察者が望んでいる色調の画
像表示を実現することができるモノクロ表示用液晶表示
装置を提供する。
【解決手段】モノクロ表示用液晶表示装置１であって、
第１の基板２ａおよび第２の基板２ｂと、第１の基板２
ａに設けられた複数のゲート配線４と、複数のゲート配
線４に交差するように設けられた複数のソース配線５と
、複数のゲート配線４および複数のソース配線５によっ
て囲まれた画素ごとに設けられた信号電極７と、信号電
極７との間で電界を形成するための共通電極８とを備え
たモノクロ表示用液晶表示装置１において、第２の絶縁
層６ｂ上には、表示される画像のホワイトバランスを調
整するための着色層９が設けられており、着色層９は、
平面視して信号電極７と共通電極８との間に位置してい
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主面同士を対向させて配置された第１の基板および第２の基板と、前記第１の基板およ
び前記第２の基板の間に配置された液晶層と、前記第１の基板の前記主面上に設けられた
複数のゲート配線と、該複数のゲート配線に交差するように第１の絶縁層を介して設けら
れた複数のソース配線と、該複数のソース配線を覆うように設けられた第２の絶縁層と、
該第２の絶縁層を覆うように設けられた第３の絶縁層と、該第３の絶縁層上に設けられた
、前記複数のゲート配線および前記複数のソース配線によって囲まれた画素ごとに設けら
れた信号電極と、該信号電極に隣り合うように前記第３の絶縁層上に設けられた、前記信
号電極との間で電界を形成するための共通電極とを備えたモノクロ表示用液晶表示装置に
おいて、
前記第２の絶縁層上には、表示される画像のホワイトバランスを調整するための着色層が
設けられており、該着色層は、平面視して前記信号電極と前記共通電極との間に位置して
いることを特徴とするモノクロ表示用液晶表示装置。
【請求項２】
　主面同士を対向させて配置された第１の基板および第２の基板と、前記第１の基板およ
び前記第２の基板の間に配置された液晶層と、前記第１の基板の前記主面上に設けられた
複数のゲート配線と、該複数のゲート配線に交差するように第１の絶縁層を介して設けら
れた複数のソース配線と、該複数のソース配線を覆うように設けられた第２の絶縁層と、
該第２の絶縁層を覆うように設けられた第３の絶縁層と、該第３の絶縁層上に設けられた
、前記複数のゲート配線および前記複数のソース配線によって囲まれた画素ごとに設けら
れた信号電極と、該信号電極に隣り合うように前記第３の絶縁層上に設けられた、前記信
号電極との間で電界を形成するための共通電極とを備えたモノクロ表示用液晶表示装置に
おいて、
前記第２の絶縁層上には、表示される画像のホワイトバランスを調整するための着色層が
設けられており、該着色層は、平面視して一部が前記信号電極または前記共通電極と重な
っていることを特徴とするモノクロ表示用液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のモノクロ表示用液晶表示装置であって、
前記着色層は、第１の着色層と該第１の着色層とは異なる色の第２の着色層とからなり、
前記第１の着色層および前記第２の着色層は、平面視してそれぞれ独立して設けられてい
ることを特徴とするモノクロ表示用液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透過型の液晶表示装置に関し、特に、医療関係の分野において画像表示装置
として用いられるモノクロ表示用液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用の画像表示装置としては、透過型のモノクロ表示用液晶表示装置が用いられてお
り、この液晶表示装置で表示される画像の観察者は、例えば、ブルーベースの色調で画像
表示させることを望んでいる。したがって、このようなモノクロ表示用液晶表示装置にお
いて、光源装置の色調を予め定められた色調に調整することによって観察者が望んでいる
色調で画像表示させるものがある。このような液晶表示装置としては、例えば、特許文献
１に開示されているものがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－７２９８２号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に開示された液晶表示装置では、表示される画像の観察者が
望んでいる色調の画像表示にするために、光源装置の光源の色調を調整している。このよ
うに色調を調整するためには、所望の色調を有する光源装置の光源を選択しなければなら
ず、光源の選択の自由度が少ないという問題点があった。
【０００５】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、光源装置の光源の
色調を調整することなく、表示される画像の観察者が望んでいる色調の画像表示にするこ
とができるモノクロ表示用液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のモノクロ表示用液晶表示装置は、主面同士を対向させて配置された第１の基板
および第２の基板と、前記第１の基板および前記第２の基板の間に配置された液晶層と、
前記第１の基板の前記主面上に設けられた複数のゲート配線と、該複数のゲート配線に交
差するように第１の絶縁層を介して設けられた複数のソース配線と、該複数のソース配線
を覆うように設けられた第２の絶縁層と、該第２の絶縁層を覆うように設けられた第３の
絶縁層と、該第３の絶縁層上に設けられた、前記複数のゲート配線および前記複数のソー
ス配線によって囲まれた画素ごとに設けられた信号電極と、該信号電極に隣り合うように
前記第３の絶縁層上に設けられた、前記信号電極との間で電界を形成するための共通電極
とを備えたモノクロ表示用液晶表示装置において、前記第２の絶縁層上には、表示される
画像のホワイトバランスを調整するための着色層が設けられており、該着色層は、平面視
して前記信号電極と前記共通電極との間に位置していることを特徴とするものである。
【０００７】
　また、本発明のモノクロ表示用液晶表示装置は、主面同士を対向させて配置された第１
の基板および第２の基板と、前記第１の基板および前記第２の基板の間に配置された液晶
層と、前記第１の基板の前記主面上に設けられた複数のゲート配線と、該複数のゲート配
線に交差するように第１の絶縁層を介して設けられた複数のソース配線と、該複数のソー
ス配線を覆うように設けられた第２の絶縁層と、該第２の絶縁層を覆うように設けられた
第３の絶縁層と、該第３の絶縁層上に設けられた、前記複数のゲート配線および前記複数
のソース配線によって囲まれた画素ごとに設けられた信号電極と、該信号電極に隣り合う
ように前記第３の絶縁層上に設けられた、前記信号電極との間で電界を形成するための共
通電極とを備えたモノクロ表示用液晶表示装置において、前記第２の絶縁層上には、表示
される画像のホワイトバランスを調整するための着色層が設けられており、該着色層は、
平面視して一部が前記信号電極または前記共通電極と重なっていることを特徴とするもの
である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明のモノクロ表示用液晶表示装置によれば、表示される画像の観察者が望んでいる
色調の画像表示を実現することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１の実施の形態に係るモノクロ表示用液晶表示装置の画素部の平面図である。
【図２】図１に示すモノクロ表示用液晶表示装置をＡ－Ａ線で切断した断面図である。
【図３】図１に示すモノクロ表示用液晶表示装置の画素部の第１の基板に設けられる着色
層と遮光層との配置を説明する説明図である。
【図４】第２の実施の形態に係るモノクロ表示用液晶表示装置の画素部の平面図である。
【図５】図４に示すモノクロ表示用液晶表示装置をＢ－Ｂ線で切断した断面図である。
【図６】図４に示すモノクロ表示用液晶表示装置の画素部の第１の基板に設けられる着色
層と遮光層との配置を説明する説明図である。
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【図７】第２の実施の形態に係る他の例のモノクロ表示用液晶表示装置の断面図である。
【図８】（ａ）は図７に示すモノクロ表示用液晶表示装置の画素部の平面図、（ｂ）は図
７に示すモノクロ表示用液晶表示装置の画素部の第１の基板に設けられる着色層と遮光層
の配置を説明する説明図である。
【図９】（ａ）および（ｂ）は、それぞれ第２の基板に設けられる着色層の配置を説明す
る説明図である。
【図１０】（ａ）および（ｂ）は、それぞれ第２の基板に設けられる着色層の他の配置を
説明する説明図である。
【図１１】（ａ）は図１に示すモノクロ液晶表示装置の他の例の画素部の平面図、（ｂ）
は図１に示すモノクロ液晶表示装置の画素部の第１の基板に設けられる着色層と遮光層と
の配置を説明する説明図である。
【図１２】（ａ）および（ｂ）は、それぞれ第２の基板に設けられる着色層の他の配置を
説明する説明図である。
【図１３】第３の実施の形態に係るモノクロ液晶表示装置の画素部の平面図である。
【図１４】第３の実施の形態に係る他の例のモノクロ液晶表示装置の画素部の平面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　＜実施の形態１＞
　以下、本発明の第１の実施の形態（実施の形態１という）に係るモノクロ表示用液晶表
示装置１について、図１乃至図３を参照しながら説明する。
【００１１】
　実施の形態１に係るモノクロ表示用液晶表示装置１は、図１乃至図３に示すような構成
であり、主面同士を対向させて配置された第１の基板２ａおよび第２の基板２ｂと、第１
の基板２ａおよび第２の基板２ｂの間に配置された液晶層３と、第１の基板２ａの主面上
に設けられた複数のゲート配線４と、複数のゲート配線４に交差するように第１の絶縁層
６ａを介して設けられた複数のソース配線５と、複数のソース配線５を覆うように設けら
れた第２の絶縁層６ｂと、第２の絶縁層６ｂを覆うように設けられた第３の絶縁層６ｃと
、第３の絶縁層６ｃ上に設けられた、複数のゲート配線４および複数のソース配線５によ
って囲まれた画素ごとに設けられた信号電極７と、信号電極７に隣り合うように第３の絶
縁層６ｃ上に設けられた、信号電極７との間で電界を形成するための共通電極８とを備え
たモノクロ表示用液晶表示装置１において、第２の絶縁層６ｂ上には、表示される画像の
ホワイトバランスを調整するための着色層９が設けられており、着色層９は、平面視して
信号電極７と共通電極８との間に位置している。
【００１２】
　モノクロ表示用液晶表示装置１は、図１乃至図３に示すように、主面同士を互いに対向
させて配置された第１の基板２ａおよび第２の基板２ｂを備えており、第１の基板２ａお
よび第２の基板２ｂの間には液晶層３が配置されている。第１の基板２ａおよび第２の基
板２ｂは、例えば、ガラス基板またはプラスチック基板等の透光性を有する材料からなる
。
【００１３】
　また、モノクロ表示用液晶表示装置１は、第１の基板２ａと第２の基板２ｂとの対向す
る主面のうちの第１の基板２ａの主面上に複数のゲート配線４が設けられている。そして
、複数のソース配線５が、複数のゲート配線４に交差するように第１の絶縁層６ａを介し
て設けられている。また、ゲート配線４とソース配線５との交差部の近傍には薄膜トラン
ジスタ２ｃが設けられている。第１の絶縁層６ａは、例えば、窒化ケイ素または酸化ケイ
素等の絶縁性を有する材料からなる。なお、第１の絶縁層６ａは、ゲート絶縁層である。
【００１４】
　ゲート配線４は、駆動用半導体素子（図示せず）から供給される電圧を薄膜トランジス
タ２ｃに印加する機能を有する。また、ソース配線５は、薄膜トランジスタ２ｃを介して
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、駆動用半導体素子から供給される信号電圧を信号電極７に印加する機能を有する。なお
、ゲート配線４またはソース配線５は、例えば、アルミニウム、モリブデン、チタン、ネ
オジウム、クロムまたは銅等あるいはこれらを含む合金からなる。
【００１５】
　そして、第２の絶縁層６ｂが複数のソース配線５を覆うように設けられている。第２の
絶縁層６ｂは、ソース配線５と遮光層１０との間の絶縁性を確保するために設けられてい
る。第２の絶縁層６ｂは、例えば、窒化ケイ素または酸化ケイ素等の絶縁性を有する材料
からなる。また、第２の絶縁層６ｂの厚みは、例えば、０．０５（μｍ）～０．５（μｍ
）である。
【００１６】
　第２の絶縁層６ｂを覆うように第３の絶縁層６ｃが設けられている。第３の絶縁層６ｃ
は、例えば、窒化ケイ素または酸化ケイ素等の絶縁性を有する材料、または、アクリル系
樹脂、エポキシ系樹脂またはポリイミド系樹脂等の絶縁性を有する材料からなる。また、
第３の絶縁層６ｃは、例えば、窒化ケイ素または酸化ケイ素等の絶縁性を有する材料から
なる第１層と、例えば、アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂またはポリイミド系樹脂等の絶
縁性を有する材料からなる第２層とで構成されていてもよい。
【００１７】
　信号電極７は、第３の絶縁層６ｃ上に複数のゲート配線４および複数のソース配線５に
よって囲まれた画素ごとに設けられている。信号電極７は、コンタクトホールを介して薄
膜トランジスタ２ｃと電気的に接続されている。また、共通電極８は、信号電極７に隣り
合うように第３の絶縁層６ｃ上に設けられている。
【００１８】
　すなわち、モノクロ表示用液晶表示装置１は、第１の基板２ａの主面上に設けられた信
号電極７および共通電極８との間で電界を発生させて液晶分子の方向を制御する横電界方
式である。なお、信号電極７と共通電極８とは、平面視して互いに平行になるように設け
られている。また、信号電極７および共通電極８は、ＩＴＯ等の透光性および導電性を有
する材料からなる。
【００１９】
　また、モノクロ表示用液晶表示装置１は、図１乃至図３に示すように、１本の信号電極
７に対して、共通電極８が両側に設けられているが、これに限らない。例えば、２本の信
号電極７を設けて、それぞれの信号電極７に対して、共通電極８が両側に設けられている
構成であってもよい。
【００２０】
　また、第２の基板２ｂには、第４の絶縁層６ｄが設けられている。第１の基板２ａおよ
び第２の基板２ｂのそれぞれの対向面には、配向処理が施された配向膜（図示せず）が設
けられており、配向膜同士の間には液晶層３が配置されている。配向膜は、例えば、ポリ
イミド樹脂等の材料からなる。また、配向膜の膜厚は、例えば、０．０４（μｍ）～０．
１（μｍ）である。
【００２１】
　また、モノクロ表示用液晶表示装置１は、第１の基板２ａおよび第２の基板２ｂの対向
面とは反対の外側面には偏光板（図示せず）が配設される。また、第１の基板２ａ側の偏
光板の外側には光源装置１１が配設される。光源装置１１は、例えば、冷陰極管またはＬ
ＥＤ素子等を光源としている。
【００２２】
　ここで、着色層９は、第１の基板２ａの第２の絶縁層６ｂ上に、モノクロ表示用液晶表
示装置１に表示される画像のホワイトバランスを調整するために設けられている。そして
、着色層９は、平面視して信号電極７と共通電極８との間に位置している。なお、着色層
９は、可視光のうち特定の波長のみを透過させる機能を有している。
【００２３】
　また、着色層９は、信号電極７または共通電極８に平行に設けられているが、これに限
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らない。着色層９は、信号電極７または共通電極８に対して角度を持って設けられていて
もよく、平面視して信号電極７と共通電極８との間に位置するように設けられていればよ
い。
【００２４】
　信号電極７と共通電極８との間の領域は、光源装置１１等の影響によって、例えば、黄
色等に着色しやすい領域である。したがって、信号電極７と共通電極８との間に着色層９
を配置することによって、モノクロ表示用液晶表示装置１は、画像表示の色調を効果的に
調整することができる。
【００２５】
　光源装置１１からモノクロ表示用液晶表示装置１に入射された光は、着色層９を透過す
ることによって着色される。したがって、モノクロ表示用液晶表示装置１は、画像表示の
色調が着色層９によって決定されることになる。また、着色層９は、例えば、液晶表示装
置のカラーフィルタに用いられる着色レジストであり、染料または顔料が添加された樹脂
である。着色層９は、例えば、第１の基板２ａの第２の絶縁層６ｂ上にフォトリソグラフ
ィ法によって設けられる。
【００２６】
　モノクロ表示用液晶表示装置１は、表示される画像の観察者が望んでいる色調の画像表
示にするために、例えば、ブルーベースの色調であれば、ブルーベースとなるような着色
層９が適宜選択される。そして、第１の基板２ａの第２の絶縁層６ｂ上に平面視して信号
電極７と共通電極８との間に位置するように設けられる。
【００２７】
　また、グリーンベースの色調であれば、グリーンベースとなるような着色層９が適宜選
択される。そして、第１の基板２ａの第２の絶縁層６ｂ上に平面視して信号電極７と共通
電極８との間に位置するように設けられる。すなわち、モノクロ表示用液晶表示装置１は
、平面視して信号電極７と共通電極８との間に位置するように第２の絶縁層６ｂ上に着色
層９を設けることによって、表示される画像のホワイトバランスを調整することができる
。
【００２８】
　例えば、モノクロ表示用液晶表示装置１をブルーベースの色調で画像表示させる場合に
は、ＣＩＥ色度図上の座標点（ｘ、ｙ）において、画像表示される白表示の際の色度座標
が、０．２６＜ｘ＜０．３、０．２６５＜ｙ＜０．３０５の範囲内になるように設定され
る。
【００２９】
　したがって、ブルーベースの色調を有する着色層９を調整することによって、モノクロ
表示用液晶表示装置１は、白表示を上述の範囲内になるようなブルーベースの色調にする
ことができる。白表示の際の色度は、例えば、着色層９に添加されている青色系の染料ま
たは顔料の含有量、着色層９の膜厚または着色層９の画素内での占有面積等で調整するこ
とができる。
【００３０】
　例えば、着色層９の厚みが、０．８（μｍ）～１．２（μｍ）であり、ＣＩＥ色度図上
の座標点（ｘ、ｙ）が、０．１６＜ｘ＜０．１８、０．１６５＜ｙ＜０．１８５の範囲内
にある場合には、白表示を上述の範囲内にするためには、画素内に設けられる着色層９の
占有面積は、画素の開口領域（光源装置１１の光が透過する領域）に対して、１５（％）
～４５（％）の範囲に設定される。なお、この場合の光源装置１１の色度は、ＣＩＥ色度
図上の座標点（ｘ、ｙ）で、（０．３１、０．３２）である。
【００３１】
　また、モノクロ表示用液晶表示装置１では、着色層９は、第２の絶縁層６ｂ上に四角形
状で設けられているが、着色層９の形状は、これに限らない。着色層９は、例えば、図１
１に示すように、第２の絶縁層６ｂ上に形状を円形状にして設けることができる。このよ
うに、着色層９を円形状にすることによって、着色層９が設けられていない領域を小さく
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することができるため、第３の絶縁層６ｃの平坦性が向上する。
【００３２】
　また、図１１に示すように、着色層９の形状を円形状にすることによって、着色層９を
画素内に均一に配置することができる。したがって、白表示において画素内に着色層９が
視認される、すなわち、画像表示がざらついて見えることを抑制することができる。着色
層９の形状は、平面視して信号電極７と共通電極８との間に配置するように設けることが
できる形状であればよい。なお、円形状の着色層９の個数は適宜選択され、着色層９は信
号電極７と共通電極８との間に位置するように設けられる。
【００３３】
　第１の基板２ａの第２の絶縁層６ｂ上には、遮光層１０が、図１および図３に示すよう
に、ゲート配線４またはソース配線５等を覆うように画素の外周に沿って格子状に設けら
れている。遮光層１０の材料は、例えば、遮光性の高い染料あるいは顔料が添加された樹
脂材料、あるいは、クロムまたは酸化クロム等の金属材料からなる。また、遮光層１０は
、着色層９に用いられる着色レジストを重ね合わせて設けることができる。
【００３４】
　このように、第１の基板２ａに遮光層１０を設けることによって、遮光層１０は、ゲー
ト配線４またはソース配線５等の金属配線の端部を効果的に遮光することができる。した
がって、遮光層１０は、ゲート配線４またはソース配線５等の金属配線の端部において、
光散乱の発生によってコントラストが低下するのを抑制することができる。また、外光ま
たは光源装置１１の入射光等が薄膜トランジスタ２ｃに入射されにくくなり、遮光層１０
は、薄膜トランジスタ２ｃの光リークを抑制することができる。
【００３５】
　そして、第２の絶縁層６ｂ上に設けられた着色層９および遮光層１０は、第３の絶縁層
６ｃで覆われている。第３の絶縁層６ｃは、例えば、アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂ま
たはポリイミド系樹脂等であり、着色層９および遮光層１０が設けられている第１の基板
２ａを平坦化するための平坦化膜である。第３の絶縁層６ｃの膜厚は、着色層９および遮
光層１０が設けられている第１の基板２ａを平坦化するために、例えば、１（μｍ）～３
（μｍ）の範囲で設定される。
【００３６】
　また、第１の基板２ａの平坦性を向上させるために、着色層９および遮光層１０の膜厚
は、同じ膜厚で設けることが好ましい。なお、同じ膜厚とは、遮光層１０の膜厚に対して
、着色層９の膜厚が±２０（％）の範囲内にあることをいう。
【００３７】
　モノクロ表示用液晶表示装置１では、図１乃至図３に示すように、同じ色の着色層９が
画素内に設けられているが、着色層９は、図９（ａ）に示すように、第１の着色層９ａと
第１の着色層９ａとは異なる色の第２の着色層９ｂとで構成することができる。そして、
第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂは、平面視して信号電極７と共通電極８との間
に位置するようにそれぞれ独立して設けられる。
【００３８】
　したがって、１色からなる着色層９では画像表示の色調を調整しにくい場合でも、着色
層９は、互いに色が異なる第１の着色層９ａと第２の着色層９ｂとからなるので、画像表
示の色調を広い範囲で調整することができる。また、第１の着色層９ａおよび第２の着色
層９ｂは、四角形状に設けられているが、これに限らず、円形状等であってもよい。
【００３９】
　すなわち、モノクロ表示用液晶表示装置１では、着色層９は、図９（ａ）に示すように
、第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂが平面視して信号電極７と共通電極８との間
に位置するようにそれぞれ独立して設けられていればよい。この場合には、着色層９は、
例えば、第１の着色層９ａがブルーベースの色調を有する着色レジストであり、第２の着
色層９ｂがグリーンベースの色調を有する着色レジストである。第１の着色層９ａおよび
第２の着色層９ｂの着色レジストの色調は、所望される画像表示の色調に応じて適宜選択
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される。第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂの画素内での配置または第１の着色層
９ａおよび第２の着色層９ｂの画素内での占有面積等は、これに限らず、モノクロ表示用
液晶表示装置１が所望の色調になるように適宜選択される。
【００４０】
　例えば、モノクロ表示用液晶表示装置１において、第１の着色層９ａがブルーベースの
色調を有する着色レジストであり、さらに、第２の着色層９ｂがグリーンベースの色調を
有する着色レジストである場合には、ＣＩＥ色度図上の座標点（ｘ、ｙ）において、表示
される白表示の際の色度座標が、０．２４＜ｘ＜０．２６、０．２９５＜ｙ＜０．３１５
の範囲内になるように設定される。
【００４１】
　例えば、第１の着色層９ａの厚みが、０．８（μｍ）～１．２（μｍ）で、第２の着色
層９ｂの厚みが、０．８（μｍ）～１．２（μｍ）であり、ＣＩＥ色度図上の座標点（ｘ
、ｙ）において、第１の着色層９ａが、０．１６＜ｘ＜０．１８、０．１６５＜ｙ＜０．
１８５、第２の着色層９ｂが、０．３３＜Ｘ＜０．３５、０．５３５＜ｙ＜０．５５５の
範囲内にある場合には、白表示を上述の範囲内にするためには、画素内に設けられる着色
層９の面積は、画素の開口領域（光源装置１１の光が透過する領域）に対して、第１の着
色層９ａが４０（％）～６０（％）、第２の着色層９ｂが２５（％）～４５（％）の範囲
に設定される。なお、この場合の光源装置１１の色度は、ＣＩＥ色度図上の座標点（ｘ、
ｙ）で、（０．３１、０．３２）である。
【００４２】
　したがって、第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂを調整することによって、モノ
クロ表示用液晶表示装置１は、白表示の色調を上述の範囲内にすることができる。白表示
の際の色度は、例えば、第１の着色層９および第２の着色層９ｂに添加されている青色系
または緑色系の染料あるいは顔料の含有量、第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂの
膜厚または第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂの画素内での占有面積等で調整する
ことができる。
【００４３】
　また、第１の基板２ａの平坦性を向上させるために、第１の着色層９ａおよび第２の着
色層９ｂの膜厚は、同じ膜厚で設けることが好ましい。なお、同じ膜厚とは、第１の着色
層９ａの膜厚に対して、第２の着色層９ｂの膜厚が±２０（％）の範囲内にあることをい
う。
【００４４】
　また、第１の基板２ａの平坦性を向上させるために、第１の着色層９ａ、第２の着色層
９ｂおよび遮光層１０の膜厚は、同じ膜厚で設けることが好ましい。なお、同じ膜厚とは
、遮光層１０の膜厚に対して、第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂの膜厚が±２０
（％）の範囲内にあることをいう。
【００４５】
　例えば、モノクロ表示用液晶表示装置１において、上述の着色層９が設けられていない
場合には、モノクロ表示用液晶表示装置１の画像表示は、光源装置１１の光源の色調が反
映されやすい。したがって、モノクロ表示用液晶表示装置１は、画像表示の色調を調整す
るには、例えば、光源装置１１の光源の色調を調整する必要があり、画像表示の色調を調
整することに対して自由度が高くない。
【００４６】
　しかしながら、モノクロ表示用液晶表示装置１では、第１の基板２ａの第２の絶縁層６
ｂ上に表示される画像のホワイトバランスを調整するために、着色層９が、平面視して信
号電極７と共通電極８との間に位置するように設けられているので、着色層９によって画
像表示の色調を調整することができる。
【００４７】
　これによって、モノクロ表示用液晶表示装置１は、第２の絶縁層６ｂ上に着色層９を設
けるとともに、着色層９の形成条件、例えば、着色層９の色度、着色層９の膜厚または着



(9) JP 2014-26033 A 2014.2.6

10

20

30

40

50

色層９の画素内での占有面積等を調整することによって、画像表示の色調を画像の観察者
が望んでいる色調に調整することができる。したがって、モノクロ表示用液晶表示装置１
は、画像表示の色調の調整に対して自由度が高くなる。
【００４８】
　本発明は上述の第１の実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲において種々の変更、改良等が可能である。以下、他の実施の形態について説明す
る。なお、他の実施の形態に係るモノクロ表示用液晶表示装置のうち、第１の実施の形態
に係るモノクロ表示用液晶表示装置１と同様な部分については、同一の符号を付して適宜
説明を省略する。
【００４９】
　＜実施の形態２＞
　以下、本発明の第２の実施の形態（実施の形態２という）に係るモノクロ表示用液晶表
示装置１Ａについて、図４乃至図６を参照しながら説明する。
【００５０】
　実施の形態２に係るモノクロ表示用液晶表示装置１Ａは、図４乃至図６に示すような構
成であり、主面同士を対向させて配置された第１の基板２ａおよび第２の基板２ｂと、第
１の基板２ａおよび第２の基板２ｂの間に配置された液晶層３と、第１の基板２ａの主面
上に設けられた複数のゲート配線４と、複数のゲート配線４に交差するように第１の絶縁
層６ａを介して設けられた複数のソース配線５と、複数のソース配線５を覆うように設け
られた第２の絶縁層６ｂと、第２の絶縁層６ｂを覆うように設けられた第３の絶縁層６ｃ
と、第３の絶縁層６ｃ上に設けられた、複数のゲート配線４および複数のソース配線５に
よって囲まれた画素ごとに設けられた信号電極７と、信号電極７に隣り合うように第３の
絶縁層６ｃ上に設けられた、信号電極７との間で電界を形成するための共通電極８とを備
えたモノクロ表示用液晶表示装置１において、第２の絶縁層６ｂ上には、表示される画像
のホワイトバランスを調整するための着色層９が設けられており、着色層９は、平面視し
て一部が信号電極７と重なっている。
【００５１】
　モノクロ表示用液晶表示装置１Ａでは、図４に示すように、着色層９は、平面視して一
部が信号電極７と重なっている。これによって、モノクロ表示用液晶表示装置１Ａは、着
色層９を設けることによって画像表示の色調を調整することができる。また、着色層９は
、信号電極７と平行に重なるように設けられているが、これに限らない。着色層９は、信
号電極７に対して、角度を持って重なるように設けられていてもよい。また、着色層９は
、平面視して一部が信号電極７と重なるとともに、一部が共通電極８に重なっていてもよ
い。
【００５２】
　モノクロ表示用液晶表示装置１Ａでは、着色層９は、平面視して一部が信号電極７と重
なっているので、信号電極７と共通電極８との間に着色層９が設けられていない領域が大
きくなる。これによって、モノクロ表示用液晶表示装置１Ａは輝度の低下を抑制すること
ができる。
【００５３】
　また、モノクロ表示用液晶表示装置１Ａでは、着色層９は、図４に示すように、平面視
して一部が信号電極７と重なっており、他の部分は信号電極７と共通電極８との間に設け
られている。信号電極７は、信号電極７と共通電極８との間の領域よりも透過率が低いの
で、着色層９は、所望の画像表示の色調にするために、着色層９が信号電極８と重なって
いる面積よりも着色層９が信号電極７と共通電極８との間に設けられている面積を大きく
することができる。これによって、着色層９と共通電極８との間が狭くなり、第２の基板
２ｂの平坦性を向上させることができる。
【００５４】
　また、モノクロ表示用液晶表示装置１Ａでは、着色層９が、第２の絶縁層６ｂ上に四角
形状で設けられているが、着色層９の形状は、これに限らない。着色層９は、例えば、図
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１２（ａ）に示すように、第２の絶縁層６ｂ上に形状を円形状にして設けることができる
。このように、着色層９を円形状にすることによって、着色層９が設けられていない領域
を小さくすることができるため、第３の絶縁層６ｃの平坦性が向上する。
【００５５】
　また、図１２（ａ）に示すように、着色層９の形状を円形状にすることによって、着色
層９を画素内に均一に配置することができる。したがって、白表示において画素内に着色
層９が視認される、すなわち、画像表示がざらついて見えることを抑制することができる
。
【００５６】
　モノクロ表示用液晶表示装置１Ａでは、図４乃至図６に示すように、同じ色の着色層９
が画素内に設けられているが、着色層９は、図１０に示すように、第１の着色層９ａと第
１の着色層９ａとは異なる色の第２の着色層９ｂで構成することができる。
【００５７】
　そして、第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂは、平面視して一部が信号電極７に
重なるようにそれぞれ独立して設けられる。１色からなる着色層９では画像表示の色調を
調整しにくい場合でも、着色層９は、互いに色が異なる第１の着色層９ａと第２の着色層
９ｂからなるので、画像表示の色調を広い範囲で調整することができる。
【００５８】
　すなわち、モノクロ表示用液晶装置１Ａでは、着色層９は、図１０に示すように、平面
視して第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂがそれぞれ独立して設けられていてもよ
い。この場合には、着色層９は、例えば、第１の着色層９ａがブルーベースの色調を有す
る着色レジストであり、第２の着色層９ｂがグリーンベースの色調を有する着色レジスト
である。第１の着色層９ａと第２の着色層９ｂの着色レジストの色調は、所望される画像
表示の色調に応じて適宜選択される。また、第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂの
画素内での配置または第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂの画素内での占有面積等
は、これに限らない。モノクロ表示用液晶表示装置１Ａが所望の色調になるように適宜選
択される。
【００５９】
　また、モノクロ表示用液晶表示装置１Ｂは、図７および図８に示すように、モノクロ表
示用液晶表示装置１Ａの形態に実施の形態１をさらに追加して一緒に適用することができ
る。すなわち、着色層９は、平面視して一部が信号電極７に重なるように設けられ、そし
て、信号電極７と共通電極８との間にも位置するように設けることができる。これによっ
て、着色層９は画素内に広い面積で設けることができる。この場合には、モノクロ表示用
液晶表示装置１Ｂでは、図１２（ｂ）に示すように、着色層９は第２の絶縁層６ｂ上に形
状を円形状にして設けることができる。
【００６０】
　さらに、モノクロ表示用液晶表示装置１Ｂでは、着色層９は、図９（ｂ）に示すように
、第１の着色層９ａと第１の着色層９ａとは異なる色の第２の着色層９ｂで構成すること
ができる。そして、第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂは、平面視してそれぞれ独
立して設けることができる。１色からなる着色層９では画像表示の色調を調整しにくい場
合でも、着色層９は、互いに色が異なる第１の着色層９ａと第２の着色層９ｂとからなる
ので、画像表示の色調を広い範囲で調整することができる。
【００６１】
　また、着色層９は、図９（ｂ）に示すように、平面視して第１の着色層９ａおよび第２
の着色層９ｂがそれぞれ独立して設けられているが、第１の着色層９ａおよび第２の着色
層９ｂの画素内での配置または第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂの画素内での占
有面積等は、これに限らない。第１の着色層９ａおよび第２の着色層９ｂは、モノクロ表
示用液晶表示装置１Ｂが所望の色調になるように適宜選択される。
【００６２】
　＜実施の形態３＞
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　以下、本発明の第３の実施の形態（実施の形態３という）に係るモノクロ表示用液晶表
示装置１Ｃについて、図１３を参照しながら説明する。なお、図１３は、一画素の信号電
極７と共通電極８との配置状態を示している。
【００６３】
　実施の形態３に係るモノクロ表示用液晶表示装置１Ｃは、図１３に示すような構成であ
る。実施の形態２のモノクロ表示用液晶表示装置１Ａでは、着色層９は、平面視して一部
が信号電極７と重なっているが、モノクロ表示用液晶表示装置１Ｃでは、着色層９は、図
１３に示すように、平面視して一部が共通電極８と重なっている。
【００６４】
　したがって、モノクロ表示用液晶表示装置１Ｃでは、着色層９は、平面視して一部が共
通電極８に重なって設けられているので、着色層９によって画像表示の色調を調整するこ
とができる。
【００６５】
　モノクロ表示用液晶表示装置１Ｃは、平面視して一部が共通電極８と重なっているおり
、平面視して一部が信号電極７と重なっているモノクロ表示用液晶表示装置１Ａとはこの
点のみが異なっている。したがって、モノクロ表示用液晶表示装置１Ｃは、モノクロ表示
用液晶装置１Ａと同様な着色層９を用いることによって同様な効果が得られる。
【００６６】
　また、モノクロ表示用液晶表示装置１Ｃでは、３本の信号電極に対して、共通電極８が
それぞれ両側に設けられているが、これに限らない。例えば、２本の信号電極７を設けて
、それぞれの信号電極７に対して、共通電極８がそれぞれ両側に設けられている構成であ
ってもよい。
【００６７】
　また、モノクロ表示用液晶表示装置１Ｄは、図１４に示すように、モノクロ表示用液晶
表示装置１Ｃと同様な信号電極７および共通電極８の構成を有している。モノクロ表示用
液晶表示装置１Ｄは、着色層９が平面視して信号電極７に重なるように設けられ、さらに
、着色層９が平面視して共通電極８に重なるように設けることができる。したがって、着
色層９は、画素内に設けられた信号電極７および共通電極８の両方に設けることができる
。
【００６８】
　また、着色層９は、平面視して一部が信号電極７および共通電極８の両方に重なって設
けられていてもよい。すなわち、着色層９は、一端部が信号電極７に重なり、他端部が共
通電極８に重なるように設けられていてもよい。
【００６９】
　本発明は、上述した実施の形態１乃至実施の形態３に特に限定されるものではなく、本
発明の範囲内で種々の変更および改良が可能である。
【符号の説明】
【００７０】
１、１Ａ、１Ｂ、１Ｃ、１Ｄ　モノクロ表示用液晶表示装置
２ａ　第１の基板
２ｂ　第２の基板
２ｃ　薄膜トランジスタ
３　　液晶層
４　ゲート配線
５　ソース配線
６ａ　第１の絶縁層
６ｂ　第２の絶縁層
６ｃ　第３の絶縁層
６ｄ　第４の絶縁層
７　信号電極
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８　共通電極
９　着色層
９ａ　第１の着色層
９ｂ　第２の着色層
１０　遮光層
１１　光源装置
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